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［特集］
特別全国障害者スポーツ大会

「燃ゆる感動かごしま大会」
～熱い鼓動風は南から～
　鹿児島初開催！

ハードルを越えて
竹下　明希さん

ありばヒューマンドキュメント
小山　義方さん

バリアフリー最前線
SHIROYAMA HOTEL kagoshima
心の輪を広げる障害者理解促進事業

鹿児島県からのお知らせ 
　・世界自閉症啓発デー
　・身体障害者補助犬
　・ヘルプマーク・ヘルプカード
　・鹿児島県身障者用駐車場利用証制度

ありば通信
社会福祉法人　清流苑

障害者の芸術文化作品の展覧会「ハートピアアートマルシェ 2022」の様子（会場：ハートピアかごしま）
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鹿児島
初開催！

正式競技　14競技
オープン競技　３競技
開催されるよ！

車いすバスケットボール(身)
【10/28・29】
いちき串木野市総合体育館

バレーボール(身・知)　
【10/28・29】
南栄リース桜島アリーナ

いちき串木野市

身：身体障害者が出場できる競技
知：知的障害者が出場できる競技
精：精神障害者が出場できる競技

個人種目
団体種目
オープン競技

競技会場MAP

!

鹿 児 島 市

南 九 州 市 指 宿 市

鹿 屋 市

霧 島 市

姶 良 市

陸上競技(身・知)
【10/28・29・30】
白波スタジアム

水泳(身・知)
【10/28・29・30】
鴨池公園水泳プール

アーチェリー(身)
【10/29】
鹿児島ふれあいスポーツランド

卓球(身・知・精)
【10/28・29】
西原商会アリーナ

ボッチャ(身)
【10/28・29】
指宿総合体育館

ボウリング(知)
【10/28・29】
サンライトゾーン

フライングディスク
(身・知)
【10/28・29・30】
県立サッカー・ラグビー場

電動車椅子サッカー(身)
（ﾊﾟﾜｰﾁｪｱｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ）
【10/21・22】
西原商会アリーナ

ふうせんバレーボール
(身・知・精)
【10/29】
鹿児島市勤労者交流センター

スポーツウエルネス
吹矢(身) 【10/22】
ハートピアかごしま

バスケットボール(知)
【10/28・29】
ビーラインスポーツパーク姶良体育館

ソフトボール(知)
【10/28・29】
知覧平和公園多目的球場

フットソフトボール(知)
【10/28・29】
知覧平和公園陸上競技場

バレーボール(精)
【10/28・29】
平和公園
串良平和アリーナ

グランドソフトボール(身)
【10/28・29】
開聞総合グラウンド

サッカー(知)
【10/28・29・30】

国分運動公園陸上競技場
国分運動公園多目的広場

　全国障害者スポーツ大会は、障害のある選手が、競技等を通じ、スポーツの楽し
さを体験するとともに、国民の障害に対する理解を深め、障害者の社会参加の推進
に寄与することを目的に開催する、障害者スポーツの全国的な祭典です。

⼤会を⽀える情報⽀援ボランティアに注⽬︕

情報⽀援ボランティアとは︖
聴覚障害者（ろう者・難聴者）に対して、
手話通訳や筆談などで、情報支援を行う
ボランティアです。

 Q　ボランティアとして参加しようと思った理由は？

 Q　情報支援ボランティア活動の魅力は？

 Q　「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」に向けて

A	 ろう者の自分にできることは何かと考えたとき、自分と
	 同じ言語（手話）をもつ選手のサポートができるのでは
	 ないかと思ったためです。

A	 聴覚障害者に情報提供を行いながら、全国から来られる
	 選手・監督・コーチ、応援に来られた方々と直接交流できることです。

A	 51 年前の、太陽国体よりも盛大な国体・大会になること間違いなし！
	 この国体・大会をとおして、鹿児島の歴史に新しい１ページを作ってい
	 けたらと思います。一生懸命頑張ります！！参加される皆さまも一緒に
	 楽しくキバイヤンセ！チェスト－！！

福島健三さん

ボッチャ

フライングディスク

かごしま⼤会を⽬指す選⼿を応援しよう︕

第 17 回鹿児島県
障害者スポーツ大会

個人競技
5/21

特別全国障害者
スポーツ大会

九州ブロック予選会
団体競技

5/20・21
6/3・4

特別全国障害者スポーツ大会
「燃ゆる感動かごしま大会」全
14競技の予選会が鹿児島で開催
されます！
「燃ゆる感動かごしま大会」出
場を目指す選手の皆さんに熱い
ご声援をお願いします！

詳しくはこちらをチェック

お問い合わせ先お問い合わせ先
燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局

（鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局全国障害者スポーツ大会課）
TEL：０９９－２８６－２９０３
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ご自身では劣等生だったという小山さん。「ここまでこられたの
は、両親をはじめ恩師や多くの方々の支援のおかげです。今度
は私が後輩たちに還元していく番だと思っています。」

NPO法人光の会　理事長

［小山　義方］さん
壁
を
乗
り
越
え
る
力

　
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
光
の
会
』
理
事
長
の

小
山
さ
ん
は
、
生
後
２
ヶ
月
の
頃
に
目

の
異
常
を
感
じ
、
先
天
性
緑
内
障
の
診

断
を
受
け
ま
し
た
。「
11
歳
の
春
ま
で

は
色
が
わ
か
る
程
度
に
見
え
て
い
た
ん

で
す
が
、
学
校
で
の
休
み
時
間
に
周
り

が
真
っ
赤
に
な
り
、
完
全
に
失
明
し
ま

し
た
。
今
で
も
そ
の
時
の
こ
と
は
覚
え

て
い
ま
す
。」

　
ラ
ジ
オ
を
聴
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

と
い
う
小
山
さ
ん
は
、
流
れ
て
く
る
外

国
の
言
葉
に
興
味
を
持
ち
、
英
語
教
師

を
志
し
ま
し
た
。
当
時
、
点
字
の
問
題

集
は
な
い
た
め
、
勉
強
方
法
も
試
行
錯

誤
だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
通
常
の
問
題

集
を
点
字
に
直
し
、
両
親
と
答
え
合
わ

せ
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
、

い
つ
寝
て
起
き
た
の
か
わ
か
ら
な
い
生

活
で
し
た
。」
勉
強
以
外
で
も
、
引
っ

込
み
思
案
な
小
山
さ
ん
が
教
師
に
な

る
の
は
難
し
い
の
で
は
と
両
親
や
先

生
方
は
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
で
す

が
、
予
備
校
で
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。「
予
備
校
で
は
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
誰
も
寄
っ
て
き
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。
本
当
に
勇
気
が
い
り
ま
し
た
が
、

先
生
に
話
し
か
け
た
こ
と
で
な
に
か
が

吹
っ
切
れ
、
い
つ
の
間
に
か
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
も
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。」
社
会
福
祉
学
科
に
進
学
し
卒

業
後
、夢
の
英
語
教
師
の
免
許
を
取
得
。

12
年
間
、
母
校
の
鹿
児
島
盲
学
校
に
勤

務
し
ま
し
た
。「
障
害
を
持
つ
仲
間
と

し
て
様
々
な
相
談
を
受
け
た
り
も
し
、

生
徒
の
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
教
員
生

活
を
過
ご
せ
ま
し
た
。」

英
語
教
師
か
ら
、
福
祉
活
動
の
道
へ

　
「
生
徒
か
ら
の
相
談
で
多
か
っ
た
の

は
、
進
路
の
不
安
で
す
。
そ
こ
で
視
覚

障
害
者
の
た
め
に
施
設
を
作
り
た
い
と

い
う
次
の
夢
が
芽
生
え
、
福
祉
活
動
へ

の
転
職
を
決
め
ま
し
た
。」
周
囲
の
反

対
を
押
し
切
り
教
員
を
退
職
し
、
法
人

設
立
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
光
の
会
は
、
２
０
１
７
年

に
障
害
者
の
就
労
・
生
活
の
支
援
、
社

会
貢
献
事
業
、
啓
発
活
動
の
３
つ
の
柱

で
活
動
を
開
始
。「
立
ち
上
げ
後
も
、

課
題
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
、
県
視
覚

障
害
者
団
体
連
合
会
の
会
長
な
ど
も
務

め
、
全
国
を
回
り
研
修
会
に
参
加
し
た

り
、
現
地
の
視
覚
障
害
者
と
交
流
を
深

め
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
６
年
間
の
活

動
は
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。」

　
小
山
さ
ん
は
幼
少
の
頃
か
ら
バ
イ
オ

リ
ン
を
習
い
、
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
に
の

め
り
込
み
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、
担

任
の
先
生
か
ら
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
習

い
、
教
職
に
就
い
た
時
の
初
月
給
で
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
購
入
し
、
現
在
ま
で
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
高
齢
者
施
設
な
ど

訪
問
演
奏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
長
年
の
活
動
で
、
利
用
者
の

年
代
も
変
わ
り
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
を
勉
強
中
で
す
。
誰
で
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、
必
死
で
す
！
」

　
最
後
に
、
障
害
を
持
つ
子
ど
も
達
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
や
り
た
い
こ
と
は
素
直
に
大
人
に
ぶ

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
気
持
ち
は

と
て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
ご
両
親
は

子
ど
も
の
可
能
性
を
信
じ
て
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
い
。
人
間
の
可
能
性
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。」
と
笑
顔
で
お
答
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。

NPO 法人光の会 （就労支援センターふたば）
〒 891-0114
鹿児島市小松原 1 丁目 4 番 15 号柳元ビル 1F 
電話・FAX　099-814-7541

ありば
ヒュ ーマ ン

ド ュ
キ メ ト

ン

今では健常者と組む“チーム小山”というバンドをはじめ 4つの音
楽グループ活動も行い、小山さんは，福祉団体の会歌の作曲などもし
ていらっしゃいます。

今後の目標は、視覚障害者に特化した入居施設の立ち上げと、
“音楽と福祉のコラボ”です。障害者への理解と啓発のため
に情報収集や講演活動も積極的に行っていきたいです。
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社
会
福
祉
法
人
清
流
苑
は
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持

ち
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
自
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
基
本
理
念

に
、
平
成
21
年
か
ら
出
水
市
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
養
護
学
校
卒
業
後
は
、
一
般
就
労
を
目
指

し
ま
す
が
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
勤
務
で
き
る
よ
う
、
私

達
の
よ
う
な
事
業
所
で
卒
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、

就
労
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。」
と
お
話
く
だ
さ
っ
た
の

は
、本
部
長
兼
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
勤
め
る
角す

み

智
宏
さ
ん
。

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
や
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ

型
）
の
運
営
な
ど
を
中
心
に
、
現
在
62
名
の
利
用
者
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
清
流
苑
で
は
令
和
４
年
４
月
よ
り
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
飲
食
マ
ル
シ
ェ
』

を
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
月
に
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
売
上
げ
の
落
ち
込
ん
だ
出
水
市
飲

食
業
組
合
の
活
性
化
、
利
用
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
む
こ
と
、
ま
た
障
害
者
の
方
の
受
け
入
れ

先
の
確
保
を
目
的
に
、
協
同
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

推
進
事
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
到
達
目
標
の
１
つ
で
あ

る
『
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な
経
済
成
長
及
び
全
て
の

人
々
の
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用
と
働
き
が
い
の
あ
る

人
間
ら
し
い
雇
用
を
促
進
す
る
』
こ
と
が
根
底
に
あ
り

ま
す
。「
こ
の
事
業
が
出
水
市
内
、
広
く
は
県
内
の
企

業
の
心
に
届
き
、
障
害
者
の
企
業
へ
の
受
け
入
れ
に
貢

献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。」
と
角
さ
ん
は

本
事
業
の
目
標
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
出
店
店
舗
は
、お
弁
当
や
パ
ン・ス
イ
ー
ツ
な
ど
様
々

で
、
店
舗
で
商
品
を
準
備
し
、
清
流
苑
の
利
用
者
と

共
に
販
売
を
行
い
ま
す
。
出
水
市
飲
食
業
組
合 

迫
田

組
合
長
は
「
皆
、
真
面
目
で
素
直
で
仕
事
熱
心
な
ん
で

す
。
働
く
姿
を
直
に
見
て
、
こ
の
子
た
ち
と
働
き
た
い

と
思
っ
て
も
ら
い
、
就
職
に
繋
が
る
事
が
一
番
で
す
。」

と
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
清
流
苑
利
用
者
の

西
孝
太
郎
さ
ん
は「
ま
だ
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
マ
ル
シ
ェ
を
通
し
て
自
立
し
、
就
労
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
！
」
と
今
後
の
目
標
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
元
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
利
用
者
が
、
こ
の
事
業
を
通
し
、
多
く

の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
た
事
で
、

自
身
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
成
果
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
出
店
す
る
店
舗
数
を
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。
角
さ
ん
は
、「
私
た
ち

社
会
福
祉
法
人
が
地
域
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
、
そ
れ
は
小
さ
な
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
で
、

必
ず
大
き
な
実
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
清
流
苑
の
利

用
者
を
温
か
い
目
で
見
守
り
な
が
ら
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
飲
食
マ
ル
シ
ェ
に

つ
い
て
は
、
清
流
苑
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
出
水
市

の
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
取
組

で
利
用
者
の
社
会
参
加
を
応
援

社会福祉法人　清流苑

一つ一つを丁寧に。飲食業組合の方と力を合わせ
販売しています。

角さん「真面目で実直な彼らこそ、今の時代は表に出て行くべ
きだと考えます。彼らのエネルギーは必ずプラスになります。」

公園が隣接しているので、開店と同時に多くの子ども連れのお客様でにぎわいました。
ノーマライゼーション ･･･ 障害のある人もない人も、互いに支え合い、地域で生き生きと明るく豊かに暮らしていける社会を目指すこと。

社会福祉法人清流苑（出水事業所）
（紫尾の里・やはず園・一ッ葉・NEXTAGE）
〒 899-0217　鹿児島県出水市平和町 477-2
TEL：0996-63-8023　FAX：0996-68-5100 
HP: https://seiryuen-honbu.jimdofree.com/
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竹下 明希さん
（鹿児島市）
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　アーチェリーを始めて 4 年目で「全国障害者スポーツ大会 とちぎ大会」に初
選出されました。大会では、金メダルを獲得でき、また普段会えない全国の選
手たちに会えたことも嬉しかったです。始めたきっかけは、ハートピアかごし
までアーチェリーをしている TV 番組を見て興味を持ち、当時通っていた鹿児

島養護学校の先生に勧めてもらいました。今は仕事の後や休みの日に、ハートピアかごしまで県パラアー
チェリー協会のみんなと練習しています。仲間と一緒に練習するのがとても楽しいです。毎回同じ打ち方を
するのが難しいのですが、それでも真ん中の黄色の的に当てることができると練習の成果がでているんだな
と実感できます。子供のころは、体が小さく入退院を繰り返し、体が弱い方だったと思います。歩けるよう
になったのも少し遅く 3 歳の頃だと聞いています。それでも体を動かすこと
は好きで、養護学校では放課後スポーツ活動に参加していました。アーチェ
リーは腕力が必要なので、ご飯もたくさん食べて体力を付け、ダンベルを使っ
て筋トレにも励んでいます。
　仕事は、「キッチンみらいず」というお店でお弁当作りから販売まで行っ
ています。調理は自分の作りたいものを作ることができ、販売は店頭だけで
はなく鹿児島市役所での移動販売もしています。常連さんもいて、調理・接
客どちらも楽しんで働くことができています。日常では補聴器を付けて声を
聴きとっているんですが、後ろから声をかけられた時や、換気扇の音などで
話しかけられたことに気づきにくいこともありました。働いているうちに環
境にも慣れ、今は特に気にすることはありません。また、コロナ禍でマスク
が当たり前になり、最初の頃は口元が見えず話が分かりにくいこともありま
したが、こちらもだいぶ慣れました。仕事も新しい生活環境も“慣れていく”
ということが大切だなと思います。
　今目標にしているのは、今年 10 月の「かごしま大会」で 2 大会連続の
金メダル獲得です。前回は目標としていた点数に届かなかったので、今回は
600 点以上の得点を出し、金メダルを獲りたいです！応援をお願いします。

いつも笑顔で頑張り屋だという竹下さ
ん。「小さな体で毎日仕事も練習も頑
張っている姿は素敵だなと思います。
（キッチンみらいず代表　山下さん）」

キッチンみらいずでは、日替わりお惣菜
とお弁当をまごころこめてお作りしてい
ます。手作りにこだわり、「毎日食べて
も毎日おいしい」を目指しています。

広 告
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SHIROYAMA
HOTEL

kagoshima
城山ホテル鹿児島
（鹿児島市）

鹿児島市新照院町 41番 1号
TEL　0570-07-4680
FAX　099-224-2222

※「観光施設における心のバリアフリー認定制度」に
よる認定を、県内では、令和５年１月時点で、１３
宿泊施設、１２飲食店、９観光案内所が受けていま
す。認定施設や申請手続き等の詳細は、観光庁のホー
ムページで御確認ください。

●
今
年
で
開
業
60
周
年
を
迎
え
る「
城

山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」は
、県
内
で
初
め

て
「
観
光
施
設
に
お
け
る
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
認
定
制
度
」に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
制
度
は
、ソ
フ
ト
面
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
や
情
報
発
信
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
観
光
施
設

を
対
象
に
観
光
庁
が
認
定
す
る
制
度

で
す
。

　

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
は
、館
内
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、ス
ム
ー
ズ
に
車
椅
子
で
移
動
で
き

る
ほ
か
、２
室
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ル
ー
ム
に
は
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
プ
を

設
置
し
、音
の
代
わ
り
に
光
で
聴
覚
障

害
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、宿
泊
者
以
外
で
も
利
用
で
き

る
貸
切
温
泉
は
、洗
い
場
に
手
す
り
を

設
置
し
、高
齢
者
や
足
の
不
自
由
な
方

で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
、ご
要
望
に

応
じ
て
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
の
貸
出
も

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
の
６
ヶ
所
に
「
オ
ー
ル
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ト
イ
レ
」を
導
入
し
、バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
多
様
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の

配
慮
を
持
っ
た
設
備
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、ホ
テ
ル
館
内
で
従
業
員

に
車
椅
子
体
験
や
高
齢
者
疑
似
体
験

な
ど
の
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
室
を
中
心
に
企
業
全
体
で

「
お
客
様
の
声
」に
寄
り
添
っ
た
ホ
テ

ル
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
は
、こ
れ
か
ら

も
感
謝
と
真
心
の
お
も
て
な
し
で
お

客
様
を
迎
え
入
れ
ま
す
。

お客様とよりコミュニケーションを取るため、手話トレーニングをおこなっています

災害時、歩行困難な方も階段を使用して、避難が可能

災害・非常用階段避難車「イーバック＋チェア」

ユニバーサルルームには、手元の操作ボタンでリクライニング調整が可能なベッドを設備

～心の輪を広げる体験作文～

～障害者週間のポスター～

　
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
地
域
や
職
場
・
学
校
な
ど
で
共
に
支
え
合
っ
て

暮
ら
す
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
促
進
を
図
る
た
め

の
「
心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
」
と
「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
を
、
内
閣
府
並
び

に
都
道
府
県
及
び
指
定
都
市
の
共
催
で
、
毎
年
度
公
募
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
鹿
児
島
県
く
ら
し
保
健
福
祉
部
障
害
者
支
援
室　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９–

２
８
６–

２
７
４
６

心
の
輪
を
広
げ
る

障
害
者
理
解
促
進
事
業

令
和
４
年
度
公
募
結
果○鹿児島県最優秀賞／高校生・一般部門

○鹿児島県最優秀賞／中学生部門

○内閣府佳作／小学生区分
　鹿児島県最優秀賞／小学生部門

○鹿児島県最優秀賞／小学生部門

作品名「めざせ！世界福祉遺産」
　天城町立天城小学校　６年　初田　一心（はつた　いっしん）さん

作品名「彼が変えてくれた世界観」　
　鹿児島市立紫原中学校　３年　横峯　花音（よこみね　かのん）さん

作品名「壁のない社会へ」
　鹿児島県立鶴丸高等学校　１年　池山　七姫（いけやま　なな）さん
※　受賞者の写真は、「令和４年度鹿児島県障害者保健福祉大会」体験発表時のものです。

作品名「「みんなあなたの目（力）になるよ」　
　伊佐市立大口小学校　５年　山元　晴（やまもと　はる）さん
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鹿児島県からのお知らせ
毎年４月2日は「世界自閉症啓発デー」、４月２日～８日は「発達障害啓発週間」です

「身体障害者補助犬」への理解を深めましょう

鹿児島県身障者用駐車場利用証制度（パーキングパーミット制度）について

ヘルプマーク・ヘルプカードをご存知ですか

問い合わせ先：県庁障害福祉課　電話 099-286-2744　FAX 099-286-5558

問い合わせ先：県庁障害福祉課障害者支援室　電話 099-286-2746　FAX 099-286-5558

　自閉症をはじめとする発達障害の方は、他人の意図や感情を直感的に理解したり、言葉を適切に使うことなどが苦手な場合
があり、学校や職場でさまざまな問題や困難に直面することがあります。
　これらは、親のしつけや家庭環境が原因ではなく、脳機能の発達に関係するものです。　発達障害は、見た目には障害があ
ることがわかりにくいため、行動や態度が誤解されることがあります。
　発達障害の特徴を知り、正しく理解していただくことが大切です。
　※詳しくは、県ホームページをご覧ください。

　補助犬とは、目や耳、手足に障害のある方をサポートする盲導犬、聴導犬、介助犬のことで、障害のある方
が自立と社会参加をするための大切なパートナーです。
　補助犬は「身体障害者補助犬法」に基づき訓練・認定されており、ユーザーは衛生・行動管理に責任を持っ
ています。
　事業者の方々においては、店舗やホテル等への補助犬の同伴にご理解をお願いします。
　また、補助犬を同伴している方がお困りのようであれば、まずはお声がけや筆談などの配慮をお願いします。
　※詳しくは、県ホームページをご覧ください。

　右の表示のある身障者用駐車場は、県の発行した利用証（基準に該当する方に交付されます。）がないと使用
することができません。
　車の乗り降りのためにドアを全開にしなければならない方、歩行困難によりできるだけ建物に近い位置に駐車
を必要としている方など、この駐車スペースを必要としている方が利用できるよう鹿児島県身障者用駐車場利用
証制度への協力・理解をお願いします。
　本制度の対象となる方で利用証をお持ちでない方は最寄りの窓口（県庁障害者支援室、地域振興局・支庁・事
務所、ハートピアかごしま）で申請くださるようお願いします。詳しくは県ホームページをご覧ください。

　県では、義足を使用している方や、内部障害、難病の方など、外見から援助等が必要なことが分か
らない方々を対象に、「ストラップ型のヘルプマーク」、「ヘルプカード」を配布しています。
　ヘルプマーク・ヘルプカードを持っている方がお困りのようであれば、「どうしましたか？」、「何か
お困りですか？」と声をかけていただき、できる範囲での手助けをお願いします。
　マーク及びカードの配布は、お住まいの市町村のほか、県庁障害者支援室、地域振興局・支庁、ハー
トピアかごしまにて行っています。また、郵送での配布も行っておりますので、詳しくは県のホームペー
ジをご覧いただくか、県庁障害者支援室までお問い合わせください。

Vol.45 令和 5 年 3 月 31 日発行


